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Ⅰ-02 商品台帳 
 

商品台帳の役割 
 

商品台帳は商品ごとに受注数や出荷数、在庫数、発注数などの状況を一目で確認できる帳票です。 

また、設定により各項目の名称及び出力内容の指定が可能です。 

 

商品台帳は、下記の環境設定画面と 2～4 の画面の 4画面で構成されています。 

 1．環境設定画面 

 2．表示条件設定画面 

 3．一覧表示画面 

 4．詳細表示画面 

 

 

1．環境設定画面                            2．表示条件設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．一覧表示画面                            4．詳細表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次のページから、各画面の操作方法を説明します。 
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Ⅰ-02 各画面の説明 
 

環境設定画面説明 

 

操作方法 
 

この画面では、抽出内容項目の設定ができます。 

 

1. [機能(F)]-[環境設定(E)]を選びます。 

 

2. A～J の表示名を入力します。全角 5 文字、半角 10 文字まで入力が可能です。 

 

3. C：発注数の集計方法を選択します。 

生産管理未導入の場合は「1-マスタの生産予定数」に固定です。 

 

4. G：委託数、I:在庫数の計算をする取引先区分を選択します。 

取置き商品を出庫元の在庫数に含めるかどうかも選択できます。 

 

5. J：販売可能数を集計する計算式を設定します。以下の３点を設定することができます。 

 ①在庫に含める取引先区分 

 ②D:発注残数は販売可能数に含めるか 

 ③B:受注残数は販売可能数に含めるか 

 

6. 設定の適用範囲を設定します。 

「全ユーザー共通の設定を使用する」にチェックを入れると、どのユーザーが商品台帳を使用しても同一の設定 

 になります。 

 チェックを入れない場合は、現在使用しているユーザーのみの設定になります。 

 

7. 設定が完了したら更新(U)をクリックします。現在の設定が登録されます。 

 

8. 設定をはじめからやり直したい場合には中止(R)をクリックして下さい。 

 

9. 環境設定画面を終了したい場合には終了(X)をクリックして下さい。 
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表示条件設定画面説明 
 

操作方法 
 

1. 出力開始品番と終了品番を入力します。範囲指定の入力欄でスペースキーを押すと品番検索ができます。 

個別指定をクリックすると品番タブから個別に入力できるようになります。 

 

2. 出力開始納期と終了納期を入力します。 

 

3. 在庫を現在庫とフリー在庫どちらで表示するか選択します。 

 

4. その他の条件を指定します。初期状態は全選択状態です。 

 「全選択」のチェックを外すとその項目は全未選択になります。 

 

5. クリア(R)をクリックすることで最初から設定し直す事ができます。 

 

6. 条件の設定が終了したら表示(D)をクリックで、一覧表示画面に移行します。 

 

7. 商品台帳画面を終了したい場合は終了(X)をクリックします。 

但し、これまでに設定した条件は全て破棄されます。 
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一覧表示画面説明 

 

操作方法 
 

この画面では、先に設定された条件に合致する商品が一覧として表示されます。 

詳細を確認したいものを選択します。 

表示されている単位は品番別、サイズ別です。 

 

1. 現在カーソルの当たっている商品は黄色で表示されます。 

 

2. 詳細を確認したい商品にカーソルを当ててダブルクリックをするか 

 「詳細表示(3)」タブをクリックすると、詳細表示画面に移行します。 

 

3. 表示条件設定画面に戻りたい場合は「表示条件設定(1)」タブをクリックします。 

 但し、現在表示されている一覧は破棄されます。 

 

4. 商品台帳を終了したい場合は終了(X)をクリックします。 
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詳細表示画面説明 
 

操作方法 
 

この画面では商品の詳細を確認する事ができます。SKU 単位で表示されます。 

画面上部が集計情報、画面下部では明細を表示します。 

 

1. 画面下部に表示したい項目を選択します。 

画面上部の青字の項目名を押す事で表示されます。 

 

2. １の選択以外にも▼を押して一覧から選択する事もできます。 

 初期表示は一番上の受注数になっています。 

 

3. 印刷を押すと現在画面上に表示されている内容のみを印刷します。 

 印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

4. 一括印刷を押すと表示されたすべての内容を一度に印刷します。 

 印刷プレビュー画面が表示されます。 

 

5. 一覧表示画面に戻りたい場合は「一覧表示(2)」タブをクリックします。 

 「表示条件設定(1)」タブをクリックすると、現在の詳細表示画面は破棄されます。 

 

6. 商品台帳を終了したい場合は終了(X)をクリックします。 
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現在表示されている品番とは違う品番を見たい場合は、画像下のバーを動かすことで 

一覧表示画面で前後に並んでいた商品の詳細表示画面を見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左右の矢印をクリックするか 

スライダーをマウスで動かします。 

すると、商品画像左上の 

数字が前後し、違う商品の 

詳細表示画面に切り替わります。 

右の数字が全体の数。左の数字が 

全体の中で何番目を表示している 

かを表しています。 

左図のように、色つきで表示されて 

いる部分は、赤伝・返品の明細 

です。 

入荷数・出荷数・委託など、返品や 

赤伝が入力可能な項目に存在し 

ます。 

 

ピンク ・・・・・・・・ 赤伝明細 

薄いオレンジ ・・・ 返品明細 
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印刷プレビュー 
 

印刷プレビュー画面では、詳細表示画面の内容を出力します。 

どの項目を画面下部に表示しているかは帳票上部に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目説明 

 

詳細表示画面で表示されている各項目について説明します。 

(項目名は環境設定の初期表示の表示名です。) 

 

A：受注数  現在までの累計受注数を表示します。受注管理未導入の場合は０を表示します。 

B：受注残数 受注残数を表示します。取置、委託は含みません。受注管理未導入の場合は 0 を表示します。 

C：発注数  環境設定で設定した、発注数、もしくはマスタの生産予定数を表示します。 

生産管理未導入の場合はマスタの生産予定数を表示します。 

D：発注残数 発注数から入荷数を引いた数量を表示します。 

  但し、生産管理が導入されている場合、製造終了の Lot は発注残があっても０を表示します。 

E：入荷数  現在までの累計入荷数を表示します。 

F：取置数  店舗取置を含む、現在までの取置商品の数量を表示します。 

G：委託数  環境設定での設定内容に従って、委託商品の数量を表示します。 

H：出荷数  卸先への出荷数と、SHOP 管理を導入されている場合は店舗の売上数を表示します。 

 I ：在庫数 環境設定での設定内容に従って、現在の在庫数を表示します。 

J：販売可能数 環境設定での計算式に従って、販売可能数を表示します。 

 

A
B

C
D

E
F

G
H

I
J 
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商品検索 
 

一覧表示画面と詳細表示画面では、表示された情報の中から見たい明細への検索が可能です。 

 

1. 画面上にそれぞれ、虫眼鏡のマークをクリックします。 

 

2. クリックすると下図のような検索画面が出てきますので、検索したい文字を入力します。 

 得意先、商品のコードか、名称の検索かを選択できます。 

 

3. 「次を検索」のボタンをクリックします。 

 

4. 検索した文字が含まれる明細があれば自動で該当箇所までスクロールされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並び替え機能 
 

一覧表示画面と詳細表示画面では、表示された情報を並べ替えることが可能です。 

 

1.  表示されている項目名の上部分をクリックするとクリックした順番に並び替えの優先順位がつきます。 

   ▼(1)が 1 番、▼(2)が 2 番目です。 

2.  左クリックで降順、右クリックで昇順での並び替えになります。 

3.  「並び替え条件クリア」をクリックすると並び替えをリセットすることができます。 
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